
 

 

生産性向上支援訓練 利用者の声 

技
術
者
へ
の
基
礎
部
分
の
構
築
に 

つ
な
が
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

＊
訓
練
前
の
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

こ
れ
ま
で
、
新
入
社
員
と
し
て

入
社
し
た
者
へ
の
技
術
研
修
等
が

実
施
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

従
業
員
は
配
属
後
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
業

務
を
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
担
当
業
務
に
関
す
る
ス
キ

ル
は
身
に
付
く
も
の
の
、
ベ
ー
ス

と
な
る
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

基
礎
的
な
要
素
を
身
に
着
け
る
機

会
が
な
く
、
品
質
と
は
、
品
質
管

理
と
は
、
品
質
手
法(

Ｑ
Ｃ
７
つ
道

具
、
多
変
量
解
析
、
実
験
計
画
法

な
ど)

を
身
に
着
け
る
機
会
と
し

て
訓
練
を
利
用
し
ま
し
た
。 

 

＊
訓
練
を
利
用
し
た
感
想
、
お
よ

び
受
講
者
や
職
場
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か
。 

 

対
象
者
が
新
入
社
員
を
含
め
た

若
手
が
メ
イ
ン
な
の
で
、
新
た
な

知
識
を
つ
け
ら
れ
た
点
で
は
生
産

性
向
上
の
基
礎
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
の
業
務
に
時
間
が

と
ら
れ
て
製
造
の
基
礎
と
な
る
考

え
や
、
ツ
ー
ル
の
活
用
な
ど
の
説

明
が
疎
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た

日本電産リード株式会社 

事業内容 
半導体パッケージ検査装置、プリント基板検査装置、検

査用治具、光学式外観検査装置 

会社概要 
京都市右京区  
設立 １９９１年 従業員数 ２７０人 

利用訓練コース 
ものづくりの仕事のしくみと生産性向上（令和元年９月） 

業務効率向上のための時間管理（令和元年１０月） 

品質管理基本（令和２年２月） 

 

・品質手法を理解したことにより、

これまで分析するのに時間を要して

いた作業を短縮することが出来まし

た。 

・量産プロセスのトラブルについ

て、トラブルの解析に役立てられそ

うだと思いました。 

・QC７つ道具を実践を交えながら

研修でき、自社全体・個人含め、品

質管理に対する知識が浸透していな

いことを実感しました。今後の業務

にこれらの手法を取り入れて知識を

深めていきたいです。 

・普段の時間の使い方を改めて見直

す機会としてもよかったし、どう改

善すべきなのかも示されていたた

め、次へと活かせると感じました。 

が
、
Ｑ
Ｃ
７
つ
道
具
を
ベ
ー
ス
に
、

技
術
者
へ
の
基
礎
部
分
の
構
築
に

つ
な
が
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
品
質
管
理
の
基
本
や
時

間
管
理
の
研
修
は
新
入
社
員
向
け

に
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い

で
す
。 
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現：ニデックアドバンステクノロジー株式会社 


